
生団連ニュースレターでは、「国民の生活・生命を守る」という使命のもと、
様々な活動に取り組む生団連の最新情報を皆様にお伝えしています。
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外国人材共生支援全国協会(NAGOMi) と連携スタート！

2020年10月号

10月7日(水)、生団連小川会長が一般財団法人外国人材共生支援全国協会
(National Association for Global and Open Minded Communities、略称
NAGOMi)の設立登記総会に出席しました。NAGOMiは、技能実習生らに対する人権侵害
やコロナ禍における在留外国人の生活不安といった問題の解決のため、「グローバル人材共生
ネットワーク」を全国各地域に展開し、外国人材を適切に支援するとともに、差別のない共生
社会を実現することを目指して設立された団体です。
団体創設者の武部勤代表理事会長より要請を受け、小川会長は生団連会長として顧問

に就任。 生団連としても、今後NAGOMiとの緊密な連携のもと、「生活者としての外国人の
受入れ」に関する活動をさらに推進し、外国人も日本人も共に活躍できる共生社会の実現
を目指していきます。

▲武部勤 代表理事会長(左)、二階俊博 最高顧問(中)、小川会長(右) ▲役員メンバーの皆様と
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第48回葛飾区消費生活展に参加
We are Seidanren!

9月30日(水)、提言「コロナ対策の進捗の開示・説明を」を取り
まとめ、政府（菅義偉 内閣総理大臣、田村憲久 厚生労働大
臣、西村康稔 経済再生担当大臣 宛）に提出いたしました。
第1次・第2次補正予算使用の進捗状況、政策の効果検証さ
らには予備費の使途を含めた方向性について、国民へ十分に開
示・説明を行うよう求めました。
また新政権には、「国民のために働く内閣」として、国民に対する
説明責任を果たし、透明性のある政策運営を求めました。

10月3日(土)、第48回葛飾区消費
生活展が開催されました。冒頭では、生
団連副会長である谷茂岡実行委員長と、
青木区長より開会のご挨拶がありました。

このイベントでは、健康寿命の延伸や海
洋プラスチック問題など、地域みんなで取
り組むべき課題を主題にパネル展示がな
されました。

生団連は、「もったいないゼロプロジェ
クト」のパネル展示を行い、区民の方々と
食品ロス削減に関して学びを深めました。◀生団連パネル

展示の様子

提言「コロナ対策の進捗の開示・説明を」

（金額単位：兆円）

第1次

補正

第2次

補正

予備費

から
➀合計 項目数 ②開示分　項目数/予算 ③実績 ③/② ③/➀

1.　感染拡大防止策

（ワクチン・治療薬の開発等）
1.4 4.8 2.0 8.3 14 3件/6.7兆円 0.9 13.4% 10.8%

2.　雇用維持・事業継続等 経済支援策

（持続化給付金等）
20.0 17.5 1.4 38.9 13 6件/22.4兆円 19.0 83.5% 48.1%

3.　経済活動の回復

（”Go to"キャンペーン等）
1.8 - - 1.8 2 0件/- - - -

4.　強靭な経済構造構築 他

（サプライチェーン強化の補助金等）
0.7 0.2 - 0.9 12 1件/0.2兆円 0.06 30.0% 6.7%

5.　予備費 1.5 10.0 - 11.5

合計（その他含む） 25.6 31.8 3.4 57.4 41 10件/29.3兆円 20.0 68.3% 34.8%

項目

実績の開示状況予算

兆円 兆円 兆円 兆円 件 兆円

※

▲谷茂岡実行

委員長の挨拶

コロナ対策の進捗


